
Title プロダクトデザインにおける韓・日若者のカラートレ
ンド比較研究(モバイル機器を中心に)

Author(s) パク, ヒョンジュ

Citation デザイン理論. 2006, 48, p. 70-71

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/52923

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKAOsaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



例 会発表要 旨2006.2.18 『デザイ ン理論』48/2006

プ ロダ ク トデ ザ イ ン に お け る韓 ・日若 者 の カ ラ ー トレ ン ド比 較 研 究

(モ バ イ ル機 器 を 中心 に)

パ ク ヒョンジュ/京 都市立芸術大学大学院美術研究科修士課程

グローバル時代,企 業のマーケティング対

象は世界の様々な文化の人々に広がり,企 業

はターゲットの心をつかむために様々な方法

を模索 している。文化によって異なるカラー

イメージを理解 し,そ れを正 しく製品に適用

すること,こ れはターゲットの心をつかむ一

番 シンプルな方法ではないかと思う。そのた

めには,ま ず,タ ーゲットの文化を理解する

ことが重要である。

本研究では,文 化によって異なるカラーイ

メージを理解 し,グ ローバル時代の企業のカ

ラーデザイン戦略に適用することを目指して

いる。そのため,韓 国と日本それぞれの10代

～20代 の若者のプロダクトにおけるカラーデ

ザインに対する意識を比較,分 析 し,そ の結

果から今後の両文化の若者のカラー トレンド

を予測するものである。又,広 範囲なプロダ

ク トの中から,製 品としても若者が興味を持

ち,そ のカラーが重要なデザイン要素である

モバイル機器に限定する。研究方法 としては,

実態調査 と文献調査を行い,そ の実態調査で

は,2005年4月 韓国と日本で各350人(合 計

700人)の 若者を対象 として,「 日・韓若者の

携帯用電器製品のカラーデザインに対する意

識調査」を実施 した。

まず,今 回の研究の理解を深めるため,韓

国と日本のカラー文化の差異について,い く

つかの例を挙げてみる。それは,長 い間その

地域の自然環境や社会的な環境により形成さ

れ,そ の地域の人々に認識されてきたシンボ

ルカラー,食 卓のカラー,春 のイメージカラー

である。韓国と日本それぞれのシンボルカラー

は 「白」 と 「青」であ り,食 卓のカラーをみ

ると韓国は 「白い器」が多 く,日 本は 「藍色

の模様が入っている器」が多い。又,春 のイ

メージカラーとしては,そ れぞれの地域の春

の花の色か ら,韓 国では 「黄色(レ ンギ ョ

ウ)」,日 本では 「ピンク(桜)」 と認識 され

ている。

このようなカラー文化の背景を持っている

韓国と日本の若者はプロダク トデザインにお

いて,ど のようなカラー トレン ドを見せてい

るのであろうか。次のように研究を進め,考

察 した。

① 両文化の若者の特性とその比較

1)意 識比較

2)流 行に対する比較

3)消 費文化の比較

② アンケー トからみる韓 ・日若者のカラー

デザイン比較(モ バイル機器を中心に)

③ 両文化の製品のカラーデザイン分析

(モバイル機器を中心に)

1)各 製品別メーカー現況

2)各 製品別カラーデザイン現況

①の意識比較では韓 ・日若者の意識を多様

な角度から探 るため,家 庭,学 校,仕 事,友

人,余 暇,国 家,社 会,人 生観などに関する

意識を比較 した。又,流 行に対する比較 とし

ては両文化の若者のファッションに対する敏

感度とファッションスタイルを比較,分 析 し

た。その結果,韓 ・日若者の間には,グ ロー

バル時代の若者 としての類似性 とそれぞれの

文化の差異からくる相違性が共に存在するこ

とが分かった。両文化の若者にみる類似性 と

して挙げられるのは,両 方共に独立心 と自己

表現が強いこと,携 帯電話の活用度が高いこ
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と,そ して,衝 動 購 入,新 商 品 購 入 の 傾 向 が

強 い ことで あ る。 一 方,相 違 性 と して は,次

の よ うな特 徴 が あ った。 韓 国 の 若 者 は,学 歴

と 自分 の才 能 を重 視 し,イ ンター ネ ッ トの 利

用 率 が高 く,流 行 に敏 感 で あ り,フ ァ ッシ ョ

ンス タ イ ル は,シ ンプル で お とな し く,誇 示

購 入 の傾 向 が あ る。 そ れ に比 べ,日 本 の若 者

は,学 歴 よ り専 門 と個 人 の努 力 を重 視 す る。

又,使 用 す る フ ァ ッ シ ョ ンカ ラ ー は多 様 で,

フ ァ ッシ ョンス タ イ ル は個 性 的 で 繊 細 で あ り,

有 名 ブラ ン ドを志 向 し,慎 重 な購 入 をす る傾

向 が 見 られ る。

② で は,ア ンケ ー トに よ るモバ イ ル機 器 の

カ ラー デ ザ イ ンに 対 す る両 文 化 の若 者 の実 態

調 査 につ い て 分析 した。 この調 査 か ら も,①

と同 じ く,韓 ・日若者 の 間 に は,類 似 点 と相

違 点 が 共 に見 られ た。 類似 点 と して は,所 有

して い るモ バ イ ル 機器 の 中 で は,携 帯 電 話 の

所 有 率 が 高 い こ と,所 有 す る機 器 の カ ラ ー デ

ザ イ ン に対 して は,両 方 共 に 「silver」 と

「白」 が 多 い こ とが 分 か った 。 しか し,韓 国

の若 者 はMP3playerの 所 有 率 が 高 く,日 本

の若 者 はMDplayerの 所 有 率 が高 い こ と と,

カ ラ ー選 択 の ポ イ ン トにお いて,韓 国 の若 者

は 「飽 き な い カ ラ ー」 を,日 本 の若 者 は 「好

き な カ ラー 」 を 選 択 す る こ と,又,「 好 き な

カ ラー」 と して,韓 国の 若者 は 「青 」 と 「白」

を,日 本 の若 者 は 「黒 」 を 選 び,「 飽 き な い

カ ラ ー」 と して は,韓 国の 若 者 は 「白」 を,

日本 の若 者 は 「黒 」 を選 択 す る とい う相 違 点

が見 られ た。

③ で は,韓 国 と 日本 の モバ イル 機 器 の マ ー

ケ ッ ト現 況 に つ い て考 察 した。 今 回 の調 査 範

囲 で あ る モ バ イ ル 機 器 群(携 帯 電 話,CD

player,MDplayer,MP3player)の 中 で,

韓 国 と 日本 共 に激 しい競 争 を見 せ て い る携 帯

電 話 とMP3playerの カ ラ ー デ ザ イ ンを 比 較

す る。 韓 国 の 携 帯 電 話 の カ ラー デ ザ イ ン は

silverがm多 く,そ の次 は 黒 ・白で あ り,

パ ー ル 系 も よ く 使 わ れ,全 体 的 に は

simpleで お と な し く,そ の イ メ ー ジ は先 端

機 器 の よ うで 重 量感 が あ る。 そ れ に比 べ,日

本 の 携 帯 電 話 の カ ラー デ ザ イ ンは,韓 国 の携

帯 電 話 の カ ラー デ ザ イ ンに は 見 られ な か っ た

原 色 か ら,パ ス テ ル 系,silver,黒 ・白 ま で,

多 様 な色 が 使 わ れ て お り,全 体 的 に 明 る く,

軽 い感 じで,そ の イメ ー ジか らはア クセサ リー

の よ うな 感 じが す る。 音 楽playerの 中 で は,

韓 国 で 一 番 激 し い 競 争 を し て い るMP3

playerの カ ラ ー デ ザ イ ンは,韓 国 の モ バ イ

ル機 器 の 中で も,原 色 が 使 わ れ るな ど一 番 色

鮮 や か で,ア クセ サ リー的 な イ メー ジが ある 。

そ れ に比 べ,MP3playerよ り,ipodの 普 及

が早 か っ た 日本 のMP3playerマ ー ケ ッ トは

携 帯 電 話 やMDplayerで 見 られ る原 色 な ど

の色 鮮 や か な カ ラ ー デザ イ ン展 開 が 日本 メ ー

カ ー か らは あ ま り見 られず,パ ステ ル 系 が 多

く見 られ る。 この考 察 か ら,韓 国 と 日本 の 携

帯 電話 の カ ラ ー デ ザ イ ンは それ ぞ れ の地 域 性

が は っ き り と 見 ら れ る が,そ れ に 比 べ,

MP3playerの カ ラ ー デ ザ イ ンか らは 地 域 性

が 強 くは見 られ な い とい う結 果 を 得 た 。

① ～③ で の調 査 分 析 を総 合 的 に考 察 す る と,

「韓 国 ・日本 の若 者 は グ ロー バ ル 時 代 の類 似

的 な 汎用 性 と各 文 化 に よ る相 違 性 を 反 映 した

独 自性 を共 に持 って い る」 ことが 明 らか にな っ

た。 この こ とか ら,両 文 化 の若 者 を 夕一 ゲ ッ

トにす る場合,モ バ イ ル機 器 の カ ラー デ ザ イ

ンに お いて は,汎 用 性 と独 自性 を考 慮 し利 用

す る こ とが カ ラー デ ザ イ ンの重 要 な キ ー ポ イ

ン トにな る もの と考 え る。 さ らに,今 回 の研

究 か ら得 た 結 果 は 韓 国 と 日本 の若 者 に 限 らず,

又,モ バ イル 機 器 だ けで は な く,世 界 の若 者

に も,様 々な 製 品 の カ ラー デ ザ イ ンに も適 用

す る ことが で き る と考 え られ る。
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